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　今回は呼吸リハビリテーションについて紹介します。「呼吸」は人間が生きていく上で重要な機能です。

呼吸器の病気で「呼吸」が障害されると、私たちの体は酸素を取り込むことができず、動作時の息切れや、

重篤になると生命に関わる程の大きな影響を受けます。

　呼吸器疾患には慢性疾患と急性疾患があり、症状に合わせて呼吸リハビリテーションを実施していきます。

当院では、慢性疾患では最近TVで啓発CMが流れているCOPD（慢性閉塞性肺疾患：タバコなどが原因で

気管や肺に炎症が起こり、空気の通り道が狭くなる病気）や肺線維症（肺が硬くなる）の患者さん、急性

疾患では非常に重い肺炎などの急な病気や肺損傷により集中治療室（ICU）で人工呼吸器を装着している

患者さんまで幅広く実施しています。

　慢性疾患では、下肢の筋力強化や効率の良い呼吸方法の獲得、呼吸に合わせた動作の獲得を中心に行い、

息切れの軽減、自宅退院後のリハビリ継続を目標に実施しています。急性疾患では、痰が多い場合は姿勢を

変えたり、呼吸を介助することで痰を出しやすくし、できるだけ早期より寝ている状態から安全に座ったり、

立ったりすることで、呼吸機能、運動機能の改善を目指します。また、外科の手術を受ける場合に、手術前

から呼吸方法などの術前指導も行っており、術後も早期からリハビリを再開してスムーズに自宅退院できる

ように取り組んでいます。

第5回 呼吸リハビリテーションの紹介
● リハビリテーションセンター理学療法士　佐野 晋作

酸素の取り込みが不十分な場合、鼻の
チューブから酸素を吸いながら動作練習
をします。

人工呼吸器を装着した状態でも、可能で
あれば筋力回復、歩く練習などを継続
していきます。

外科の手術を受けるとき手術前から呼吸
練習を行います。呼吸方法を獲得し、
肺の中にたくさん空気を入れることが
できるように練習します。

第17回りんごの会を開催しました
● 本館9階看護師　三宅 幸恵

　りんごの会は、当院で乳房の手術を受けられた方を対象にしています。10月

12日（土）に開催されました。今回は70名以上と、多くの患者さんが参加され

ました。りんごの会は年に2回開催しています。普段会えない患者さん同士が

この会を通じて久しぶりに再会できるということもあり、会が始まる前から

お互いの近況を報告したりと、皆さん楽しそうにお話をされていました。今回は

木村秀幸診療顧問とネイリストの岡部博子先生の講演が行われました。

　木村診療顧問の講演では「パラドキシカル・シンキング」についての話がありました。クレヨンと画用紙を使い、

同じ言葉や単語でも人によって考え方やとらえ方、表現の仕方が異なるということがわかる楽しい講演でした。

　岡部先生の講演では、自分でできるハンドケアの方法を教えていただき、100円均一で購入できる材料を使った

簡単なネイルアートの方法を教えていただきました。一緒に参加された男性のご家族の方も一緒に、皆さん楽し

そうにネイルアートをされていました。

　同じ疾患を持つ患者さん同士が集まることで、普段話せないことも気兼ねなく話すことができ、さまざまな

情報交換もできる良い機会になったと思います。
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